
総合評価方式業務委託 運用の手引き（H30 版）の主な改正点 

建設産業対策室 

技術管理課 

平成 30 年 6 月 1 日以降に入札公告する工事から一部改正する総合評価方式業務委託 運用の手引き

について、主な改正点をお知らせします。 

なお、詳細は運用手引きや各工事の入札公告・入札説明書でご確認ください。 

 技術者評価型（簡易型）の創設 

平成21年度から、橋梁・トンネル詳細設計、橋梁耐震補強設計など高度な技術を要する業務について、

総合評価方式の発注を試行している。 

平成 29 年度に行った検証結果から、総合評価方式は品質確保に有効であり、より制度の定着化を図る

ため、現行の「技術者評価型」に簡易な評価で実施できる「簡易型」を創設し、試行する。 

技術者評価型（簡易型） 

①対象業務：１契約概ね 1,000 万円以上の技術的に高度な設計業務のうち、比較的難易度の低い詳細

設計等を対象に実施できることとする。（下図参照） 

②評価方法：企業・技術者の実績等（従来の実施方針は評価から外す） 

③1 事務所 3箇所程度 （「簡易型」以外の評価型を含めた全実施数） 

④適用時期：平成 30 年 6月１日適用 

※「技術者評価型」の表記を「技術者評価型（一般型）」に変更し、「テーマ設定型」と併せて、２つの現行

評価型は試行を継続する。 

入札方式選定のイメージ（例示）

「技術者評価型」

「テーマ設定型」

知
識

価格競争 総合評価方式

プロポーザル方式

河川整備基本方針

河川構造物予備設計
洪水予測システム検討

道路構造物予備設計

道路網整備計画

道路橋梁詳細設計

マスタープラン、基本計画

道路概略設計

都市公園基本設計

堤防・護岸設計

樋門・樋管詳細設計

交差点設計

構想力・応用力

道路空洞調査

橋梁予備設計

「技術者評価型（簡易型）」

の対象範囲イメージ


